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 ＜参考＞ 
１．はじめに 

 本標準は、ＩＰベースの企業通信ネットワークに適用可能なＱ参照点で使用される信号プロトコルを規定している。

ＩＰによる音声ネットワーク導入が進む中、従来のサービス性を損なうことなくかつ実装が容易なＶｏＩＰプロトコル

の標準化が望まれている。本標準の発行は、実証試験を早期に実施可能とし、その結果を反映した実用性の高い信号プ

ロトコルを時代が要請するスピードで標準化することを目的とする。 

 

２．検討経緯 

 ＴＴＣではＩＰパケットを使用してマルチメディア通信システムの規定として１９９８年１月にＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．

３２３に基づくＪＴ－Ｈ３２３が承認された。このＪＴ－Ｈ３２３は、サービス品質の保証されないパケットネットワ

ークの上でマルチメディア通信サービスを提供する端末やその他のエンティティに関して記述している。ところが、こ

のＪＴ－Ｈ３２３の手順はマルチメディア端末を扱うプロトコルである為、複雑なプロトコル手順が発生しユーザが非

常に扱いづらいプロトコルとなってきている。特に交換機では一度に複数の呼を扱う為、端末（ＴＥ）インタフェース

として位置づけられたＪＴ－Ｈ３２３プロトコルはＰＩＮＸ間接続として扱いづらい。それに反して、ＰＩＮＸに親和

性のあるＱＳＩＧ（ＪＳ－１１５７２）情報をＩＰ網上へ位置づけた場合、上記問題が軽減される。またユーザニーズ

からも簡単な通信プロトコルでＩＰ（ＬＡＮ、ＷＡＮ）を使用したいとのユーザの声が高まってきた。 以上の背景か

ら企業網のインフラ（ＩＰ）を最大限に利用してＶｏＩＰサービスを実現することを可能としたプロトコル検討を実施

し本標準としてまとめた。 

 

３．改定の履歴 

 

版 数 制  定  日 改  定  内  容 

第1版 ２００２年５月３０日   制  定 

第２版 ２００３年４月２３日   改  定 

Ｔ.38 FAXプロトコルの追加 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧になれます。 

 

５．その他 

 （１）参照している勧告、標準等 

 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準：ＩＳＯ／ＩＥＣ１１５７９－１ 

ＴＴＣ標準    ：ＪＴ－Ｈ３２３、ＪＴ－Ｈ２２５．０、ＪＴ－Ｈ２４５、ＪＳ－１１５７２、 

ＪＳ－１１５８２、ＪＴ－Ｑ９３１－ａ、ＪＴ－Ｔ３８ 

 

 （２）他の国内標準との関連 

        他の国内標準との関連は無い。 

 

６．標準作成部門 

第１版 ： 第三部門委員会  第一専門委員会 

第２版 ： 企業ネットワーク専門委員会
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１．適用範囲 
本標準は、インターネットプロトコル（IP）ネットワークを介して接続された私設総合サービス網交換機（ＰＩＮＸ）

間のＣ参照点におけるシナリオ管理のための信号手順とプロトコルを定義するものである。 

参照点は、ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１の中で定義される。 

本標準は、ＪＳ－１１５７２で定義された基本回線交換呼制御の信号プロトコルの上で動作し、ＪＳ－１１５８２で定

義された付加サービスの制御のための汎用手順を使用する。 

本標準とＪＴ－Ｑ９３１－ａとの組合せを望む場合は、ＪＳ－１１５７８ 付録Ｉ の規程に従い、本文中の”ＪＳ－１

１５７２“を“ＪＴ－Ｑ９３１－ａ”と読み替えて適用することが可能である。 

 

２．適合 
本標準に適合するために、ＰＩＮＸは付属資料Ａのプロトコル実装適合宣言（ＰＩＣＳ）様式で確認される要求条件

を満足するべきである。 

 

３．参考文献 
以下の標準は、参照により本標準の一部を構成する部分を含んでいる。 発行時点では、下記の標準が有効であった。 

すべての標準は改訂されることがあるため、本標準の関係者は以下の標準群の最新版を運用できるかの調査を行い、合

意した上で本標準への適用に努めるべきである。ＩＥＣとＩＳＯのメンバーは常に有効な標準の登録を維持している。 

 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １４４７５：１９９８、電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網 － 私設総合サービス

網 参照構成及びシナリオ。 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１：１９９４、電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網参照構成－Ｐａｒ

ｔ１：ＰＩＳＮ交換機(ＰＩＮＸ) 

ＪＳ－１１５７２：１９９５、電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網Ｐｒｉｖａｔｅ Iｎｔｅｇｒａ

ｔｅｄ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＰＩＳＮ）  

－ 回路モード６４ｋｂｉｔ／ｓベアラサービス － サービス記述。 

ＪＳ－１１５８２：１９９８  電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網（付加サービスのための汎用機

能手順）        

ＩＴＵ－Ｔ Ｒｅｃ. Ｑ．９３１：１９９３   

基本呼制御の為のＩＳＤＮユーザ-ネットワーク・インタフェース・レイヤー３仕様ＣＣＩＴＴ Ｒｅｃ. Ｔ．５０：１

９８８、  国際的なアルファベットNo.5（青書） 

 

注 ： 必要性追加の参考文献。 
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４．定義 
４．１ チャネル  

ユーザの双方向性の伝逹または２つのポイント間信号情報の手段。 

 

４．１．１   Ｄｃ－チャネル  

Ｃ参照点で、ＰＩＮＸ及びＩＶＮの間でチャネルは、ＩＰＣ制御情報を意味したものである。 

注：これは、情報の他の伝達能力を妨げない。 

 

４．１．２   Ｄｑ－チャネル  

チャネルは、２つのＰＩＮＸ－Ｑ参照点間のシナリオ管理情報を意味したものである。 

注 ： シナリオ管理情報は、基本サービス、付加サービス、付加ネットワーク機能、その他のコントロールのために、

情報を含むことができる。 

 

４．１．３   Ｕｑ－チャネル  

このチャネルは、ＰＩＮＸ間のＱ参照点のユーザ情報を意味したものである。 

 

４．２   インターネット  

公衆ＩＰ網。 

 

４．３   イントラネット  

企業網を対象としたプライベートＩＰ網 

 

４．４   インターネット・プロトコル（ＩＰ）  

ＲＦＣ７９１の中で指定されたプロトコル。 

 

４．５ ＩＰ網  

ネットワーク層プロトコルとしてインターネット・プロトコル（ＩＰ）に基づくコネクションレス・パケット-モード・

サービスを表わしている公衆またはプライベートなネットワーク。 

注 ： インターネットは、公衆ＩＰ網の主要な例である。 

 

４．６ 回線交換網（ＳＣＮ）  

コネクションオリエンテッド回路-モード・サービスを表わしているＰＩＳＮまたは公衆ＩＳＤＮ。 

 

４．７   ＰＩＮＸ間コネクション  (ＩＰＣ ) 

２つのＰＩＮＸの接続； ＰＩＮＸ相互の接続には、介在しているネットワークやユーザの性質によって、呼毎起動

手順もしくは常時起動手順のどちらかを選択して運用する事が出来る。またこれら二つの手順については適切に選択さ

れる必要がある。 

 

４．８   ＰＩＮＸ間リンク（ＩＰＬ）  

２つのＰＩＮＸ（転送及びユーザ情報転送手段に信号全体を含む）のＱ参照点のコネクション。 

 

４．９   Ｉｎｔｅｒｖｅｎｉｎｇ  Ｎｅｔｗｏｒｋ（ＩＶＮ）  

インターＰＩＮＸ接続の準備のために使用されるネットワークの現実のタイプに対しての一般的な用語。 



 

     － 8 －    ＪＪ－２０．２４
      

４．１０   信号機能  

４．１０．１ ＣＳＩＧ  

Ｃ参照点でPINX及び IVNの間の情報フロー（すなわち特定の信号プロトコル）に信号アクセスを記述している 

一般的な用語。 

 

４．１０．２   ＱＳＩＧ  

Ｄｑ－チャネルの範囲内で信号情報フロー（すなわち特定の信号プロトコル）を記述している一般的な用語。 

 

５．略語一覧 
Ｃ     Ｃ reference point 

      Ｃ参照点 

ＣＳＩＧ  Signalling information flows at the C reference point 

      Ｃ参照点信号伝送フロー 

ＩＰ    Internet Protocol 

      インタネット プロトコル 

ＩＰＣ   Inter - PINX connection 

      ＰＩＮＸ間コネクション 

ＩＰＬ   Inter - PINX Link 

      ＰＩＮＸ間リンク 

ＩＶＮ   InterVening Network 

      介在する網 

ＭＰ    Mapping (functional grouping) 

      マッピング（機能的分類） 

ＰＩＣＳ  Protocol Implementation Conformance Statement 

      プロトコル実装適合性宣言 

ＰＩＳＮ  Private Integrated Services Network 

      私設総合サービス網 

ＰＩＮＸ  Private Integrated Services network eXchange 

      私設総合サービス網交換機 

Ｑ         Q reference point 

      Ｑ参照点 

ＱＳＩＧ  Signalling information flows at the Q reference point 

      Ｑ参照点信号情報フロー 

ＳＭ    Scenario Management (functional grouping) 

      シナリオ管理（機能的分類） 

ＴＣＰ   Transmission Control Protocol  

      トランスミッション制御プロトコル 

ＵＤＰ   User Datagram Protocol 

      ユーザデータグラムプロトコル 
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６．一般原則：ＰＩＳＮ－ＩＰ－ＰＩＳＮ シナリオ管理 
本標準は、２つのＰＩＮＸ間のインタフェースにおけるＩＰ網上での基本呼を確立、保持、解放するための信号手順

を規定する。これらの信号手順は、ＰＩＮＸ間接続の信号チャネル（ＴＣＰリンク）の範囲内で交換されたメッセージ

に関して定義される。基本呼が確立すると、ユーザ情報転送の為の１本ないしは複数本のコネクションができる。この

コネクションは、ＩＰＬ（ＰＩＮＸ間リンク）のユーザ情報チャネルを利用する。本標準を通してユーザ情報チャネル

という用語は信号チャネル以外の任意のチャネルを示すために用いられる。概念的には、ＩＰＣは、Ｃ参照点のＰＩＮ

Ｘと接続され、１つの信号チャネルまたは複数の信号チャネルと１つ以上のユーザ情報チャネルを包含する。実際には、

これらのチャネルは、介在している網（ＩＳＤＮまたは非ＩＳＤＮ）のベアラサービスによって提供される。 

 

６．１   シナリオ管理：ＩＰ網を経た相互ＰＩＮＸ接続  

ＰＩＮＸは多様なデータリンク・サービス（専用線、ダイヤルアップ接続など）でＩＰ網に接続されている。 

このシナリオ管理の範囲は、ＩＰレイヤおよび上位レイヤにあり、レイヤ１及び２は、本標準の範囲外となる。 

Ｃ参照点は、ＰＩＮＸ間及びＩＶＮとしてのＩＰ網上に規定される。このシナリオ管理の中で、ＩＰの上位レイ 

ヤ（ＴＣＰ、ＵＤＰその他）のトランスポート層（すなわちレイヤ４）は、ＩＰＣとしての役割をする。 

 Ｄｑ及びＵｑチャネルは、ＩＰの上位レイヤにレイヤ３メッセージを通知するために関連付けられる。 

 

６．１．１   ＩＰ網上のＣＳＩＱ  

このシナリオ管理の中で、ＣＳＩＧはＣ参照点でＩＰＣｓを確立するために使用される。本標準は、ユーザ 

情報のリソース制御として使用される。ＩＰＣが確立された後、ＤｑチャネルはＴＣＰ関連に割付けられ、 

またＵｑチャネルはＣ参照点でＵＤＰ関連に割付けられる。 

 
 

                          mUDP 

                          +TCP[Dqab] 

 

 

     

 

 

  

  ＰＩＮＸ－Ａ 

   Qab 

ｍＵ＋Ｄ 

 

   Qac 

ｎＵ＋Ｄ 

 

   (m+n)UDP＋               Ｃ 

       TCP[Dqab＋Dqac] 

 

 

           Ｃ           nUDP 

                         +TCP[Dqac] 

 

 

                            Ｃ 

               図 6-1/JJ-20.24 例）接続モデル 

 

 

 ＩＰ網 

 

 
ＭＰ 

     ＰＩＮＸ－Ｂ 

       

     Qab 

       ｍＵ＋Ｄ 

     ＰＩＮＸ－Ｃ 

       

     Qac 

      ｎＵ＋Ｄ 

ＭＰ 
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６．１．１．１  Ｄｑチャネル確立/解放手順 

Ｄｑチャネル確立／解放には、２つのタイプがある。すなわち、呼毎起動手順／常時起動手順である。以下に、これ

らの２つのタイプを記述する。 

 

６．１．１．１．１  呼毎起動手順 

呼設定メッセージがＱ参照点で送信される時、シナリオ管理は呼び出された着番号をＩＰアドレスに変換する。次に

Ｃ参照点を通して、そのＩＰアドレスに対応するＰＩＮＸへのＴＣＰコネクションを確立する。 

「解放完了（RELEASE COMPLETE）」メッセージまたは「初期設定（RESTART）」メッセージがＱ参照点で送受信さ

れる時、シナリオ管理は、Ｃ参照点における対応するＰＩＮＸのＴＣＰコネクションを解放する。 

Ｑ参照点における送信メッセージのタイマ満了のために呼が解放される場合も、対応するＰＩＮＸのＴＣＰコネクショ

ンを解放する。ＴＣＰコネクションの解放時間に関しては規定しない。  

 
 

    ＰＩＮＸ－Ａ 
 
 
  Qab 
 
ｎＵ＋Ｄ 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

               

 

              Ｃ点           Ｃ点 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

       Ｑ点                         Ｑ点 

    Setup         ＴＣＰコネクション確立 

            Open Connection Request for Call signal 

 

                 Connection complete 

 

                  ＴＣＰ[Setup()] 

                                     Setup 

 

   ＰＩＮＸ－Ｂ 
 
       Qab 
 
 
 
       ｎＵ＋Ｄ 

          
Ｍ 
Ｐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＰ網
 

     
Ｍ 
Ｐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

           ＲＴＰ（UDP） 音声ｺﾈｸｼｮﾝ

       （ＴＣＰ／ＩＰ）論理信号リンク

図6-2/JJ-20.24 例１）呼毎起動手順接続 

（補足）このシナリオ管理を使用することによって制御されるＵｑチャネルの数は１チャネルのみに限られる。 
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       Qab点 
 
        ｍＵ＋Ｄ 

     
Ｍ 
Ｐ 

 
 
 
 
 
 
 

ＩＰ網
 

     
Ｍ 
Ｐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

        ＲＴＰ（UDP） 音声ｺﾈｸｼｮﾝ

       （ＴＣＰ／ＩＰ）論理信号リンク２

     
Ｍ 
Ｐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

         ＲＴＰ（UDP） 音声ｺﾈｸｼｮﾝ

       （ＴＣＰ／ＩＰ）論理信号リンク１

 

図6-3/JJ-20.24 例２）呼毎起動手順接続（ポイント・マルチ・ポイント接続） 

（補足）信号リンクを生成する為のＴＣＰポート番号は汎用性がありＰＩＮＸ－Ａから見たリンク番号１が、ＰＩＮＸ

－Ｂに割り当てられる可能性もある。 
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６．１．１．１．２  常時起動手順 

論理信号リンクをシステム初期化又はＱ点初期化時に、自動でＴＣＰコネクション（論理信号リンク）を常時接続す

る方式である。また本手順の特徴としては、論理信号リンク１本で複数の音声呼の呼制御を行えるところにある。 
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Qab点 
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       Qab点 
 
 
 
       ｎＵ＋Ｄ 

          
Ｍ 
Ｐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＰ網
 

     
Ｍ 
Ｐ 

 
 
 
 
 
 
 
 

           ＲＴＰ（UDP） 音声ｺﾈｸｼｮﾝ

       （ＴＣＰ／ＩＰ）論理信号リンク

           ＲＴＰ（UDP） 音声ｺﾈｸｼｮﾝ

           ＲＴＰ（UDP） 音声ｺﾈｸｼｮﾝ

 

 

図6-4/JJ-20.24 例）常時起動手順接続（ポイント・ポイント接続） 
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７．呼制御へ提供されるサービス 
 ＪＳ－１１５７２の６．２章が適用される。 

 

８．プロトコル制御状態 
 ＪＳ－１１５７２の７章が適用される。 

 

９．呼制御 
ＪＳ－１１５７２の８章が適用される。 

 

１０．一般手順 
ＪＳ－１１５７２の９章が適用される。 

 

１１．呼制御手順 
 ＪＳ－１１５７２の１０章が適用される。 

 

１２．レイヤマネージメント手順 
 ＪＳ－１１５７２の１１章が適用される。 

 

１３．プロトコルタイマ 
 ＪＳ－１１５７２の１２章が適用されるが、ＩＰ網のタイマ値の扱いとして、十分にタイマ値を取る必要がある。 

 

１４．メッセージの機能定義と内容 
 ＪＳ－１１５７２の１３章が適用される。 

 

１４．１ 汎用手順のためのメッセージ  

 ＪＳ－１１５７２の１３．１章が適用される。 

 

１４．２ 呼制御のためのメッセージ  

 ＪＳ－１１５７２の１３．２章が適用される。 

 

１４．２．１ 「呼出（ALERTING）」  

 ＪＳ－１１５７２の１３．２．１章と同様のメッセージ情報にユーザ・ユーザ情報要素を追加したものである。 
 

表14-1/JJ-20.24 －「呼出」メッセージ内容 

メッセージ種別：「呼出」    

転送方向: 入側から出側へ    

情報要素 参 照 タイプ 長さ 

ユーザ・ユーザ※ 15.5 Ｏ ３－＊ 

※ＶｏＩＰ特有情報であるメディアストリーム情報の通知のために、本エリアを追加した。 
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１４．２．２ 「呼設定受付（CALL PROCEEDING）」  

 ＪＳ－１１５７２の１３．２．２章と同様のメッセージ情報にユーザ・ユーザ情報要素を追加したものである。 

 

表14-2/JJ-20.24 －「呼設定受付」メッセージ内容 

メッセージ種別：「呼設定受付」    

転送方向: 入側から出側へ    

情報要素 参 照 タイプ 長さ 

ユーザ・ユーザ※ 15.5 Ｏ ３－＊ 

※ＶｏＩＰ特有情報であるメディアストリーム情報の通知のために、本エリアを追加した。 

 

１４．２．３ 「応答（CONNECT）」  

 ＪＳ－１１５７２の１３．２．３章と同様のメッセージ情報にユーザ・ユーザ情報要素を追加したものである。 

             

表14-3/JJ-20.24 －「応答」メッセージ内容 

メッセージ種別：「応答」    

転送方向: 入側から出側へ    

情報要素 参 照 タイプ 長さ 

ユーザ・ユーザ※ 15.5 Ｏ ３－＊ 

※ＶｏＩＰ特有情報であるメディアストリーム情報の通知のために、本エリアを追加した。 

 

１４．２．４ 「応答確認（CONNECT ACKNOWLEDGE）」  

 ＪＳ－１１５７２の１３．２．４章が適用される。 

 

１４．２．５ 「切断（DISCONNECT）」  

 ＪＳ－１１５７２の１３．２．５章と同様のメッセージ情報にユーザ・ユーザ情報要素を追加したものである。 

 

表14-4/JJ-20.24 －「切断」メッセージ内容 

メッセージ種別：「切断」    

転送方向: 双方向    

情報要素 参 照 タイプ 長さ 

ユーザ・ユーザ※ 15.5 Ｏ ３－＊ 

※ＶｏＩＰ特有情報であるメディアストリーム情報の通知のために、本エリアを追加した。 

 

１４．２．６ 「付加情報（ INFORMATION）」  

 ＪＳ－１１５７２の１３．２．６章と同様のメッセージにユーザ・ユーザ情報要素を追加したものである。 

 

表14-5/JJ-20.24 －「付加情報」メッセージ内容 

メッセージ種別：「付加情報」    

転送方向: 出側から入側へ    

情報要素 参 照 タイプ 長さ 

ユーザ・ユーザ 15.5 Ｏ ２－＊ 
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１４．２．７ 「経過表示（PROGRESS）」  

 ＪＳ－１１５７２の１３．２．７章と同様のメッセージ情報にユーザ・ユーザ情報要素を追加したものである。 

 

表14-6 /JJ-20.24－「経過表示」メッセージ内容 

メッセージ種別：「経過表示」    

転送方向: 双方向    

情報要素 参 照 タイプ 長さ 

ユーザ・ユーザ※ 15.5 Ｏ ３－＊ 

※ＶｏＩＰ特有情報であるメディアストリーム情報の通知のために、本エリアを追加した。 

 

１４．２．８ 「解放（RELEASE）」  

ＪＳ－１１５７２の１３．２．８章が適用される。 

 

１４．２．９ 「解放完了（RELEASE COMPLETE）」  

ＪＳ－１１５７２の１３．２．９章が適用される。   

 

１４．２．１０ 「呼設定（SETUP）」  

ＪＳ－１１５７２の１３．２．１０章と同様のメッセージ情報にユーザ・ユーザ情報要素を追加したものである。 

 

表14-7 /JJ-20.24－「呼設定」メッセージ内容 

メッセージ種別：「呼設定」    

転送方向: 出側から入側へ    

情報要素 参 照 タイプ 長さ 

ユーザ・ユーザ※ 15.5 Ｏ ３－＊ 

※ＶｏＩＰ特有情報であるメディアストリーム情報の通知のために、本エリアを追加した。 

 

１４．２．１１ 「呼設定確認（SETUP ACKNOWLEDGE）」  

ＪＳ－１１５７２の１３．２．１１章が適用される。 

 

１４．３ レイヤ管理のためのメッセージ  

ＪＳ－１１５７２の１３．３章が適用される。 

  

１４．４ その他のメッセージ  

１４．４．１ 「ファシリティ（FACILITY）」  

ＪＳ－１１５８２の１０．８章が適用される。 

 

１５．メッセージフォーマットと情報要素のコーディング 
 本章の図と文章はメッセージ内容について規定する。各オクテットにおいてビットは、まずビット1を最初に送出し、

以下ビット2、ビット3、ビット4...とつづく。同様に、各々の図の一番上のオクテットから送出される。 

 コーディング規則は、ITU-T勧告Q.931に従う。 

 フィールドが1オクテット以上に拡張された時、オクテット番号が大きくなるにつれて、ビット値の位は低くなる。

フィールドの最下位のビットは、そのフィールドの1番大きな番号のオクテットの1番小さな番号のビットに相当する。 
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１５．１ プロトコル識別子  

 ＪＳ－１１５７２の１４．２章が適用される。 

 

１５．２ 呼番号  

 ＪＳ－１１５７２の１４．３章が適用される。 

 

１５．３ メッセージ種別  

 ＪＳ－１１５７２の１４．４章が適用される。 

 

１５．４ その他の基本呼制御のための情報要素（コード群 0）  

 ＪＳ－１１５７２の１４．５章が適用される。 

 

１５．５ ユーザ・ユーザ情報要素  

 ユーザ・ユーザ情報要素は、ＰＩＮＸ間でメディア・ストリーム情報を通知するために用いられる。ユーザ・ユーザ

情報要素は、図15-1/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 0    1    1    1    1    1    1    0 

ユーザ・ユーザ情報要素 
オクテット1 

 

 
内容長 オクテット2 

 

 
プロトコル識別子：ユーザプロトコル情報 オクテット3 

 

 
ユーザ情報 オクテット4等 

図15-1/JJ-20.24 ユーザ・ユーザ情報要素 

 

 プロコトル識別子は、図15-2/JJ-20.24と表15-1/JJ-20.24に示すようにコード化しなければならない。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 
プロトコル識別子 オクテット1 

図15-2/JJ-20.24 プロトコル識別子 

 

表15-1/JJ-20.24 プロトコル識別子 

プロトコル識別子：ユーザプロトコル情報 (オクテット 1) 

 

    Bits 

     8 7 6 5 4 3 2 1 

     0 1 0 0 0 0 0 0      国内標準 
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１６．メディアスリーム情報 
 本節では、IP網での情報チャネルの確立に必要メディアスリーム情報を定義する。 

 メディアストリーム情報は、図16-1/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 
バージョン識別子 オクテット1 

 

 
プロトコル識別子 オクテット2 

 

 
メディアストリーム情報 オクテット3等 

図16-1/JJ-20.24 ユーザ情報要素 

 

１６．１ バージョン識別子  

 バージョン識別子は、本標準のバージョンを表すために用いる。 

 バージョン識別子は、図16-2/JJ-20.24と表16-1/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 

x    x    x    x    x    x    x    x 

バージョン識別子 
オクテット1 

図16-2/JJ-20.24 バージョン識別子 

 

表16-1/JJ-20.24 バージョン識別子 

バージョン識別子 (オクテット 1) 

        本 JJ-20.24の版数を示す。 

        整数部分をBits8～6に、小数点以下をBits5～1に、2進数表示する。 

 

     

 

１６．２ プロトコル識別子  

 プロコトル識別子は、IP網において情報チャネルを確立するプロコトルの種別を表すために用いる。 

 プロトコル識別子は、図16-3/JJ-20.24と表16-2/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 

x   x   x   x   x   x   x   x 

プロトコル識別子 
オクテット2 

図16-3/JJ-20.24 プロトコル識別子 
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表16-2/JJ-20.24 プロトコル識別子 

プロトコル識別子 (オクテット 2) 

        情報チャネルを確立するプロコトルの種別を指す。 

 

    Bits 

     8 7 6 5 4 3 2 1 

     0 0 0 0 0 0 0 0        TTC  JJ-20.24  

     0 0 0 0 0 0 0 1        JT- H.245 

     0 0 0 0 0 0 1 0        IETF  RFC2327 

     0 0 0 0 0 0 1 1        JT- H.225.0 

     上記以外             予約済み 

 

 

１６．３ メディアストリーム情報  

１６．３．１ ＪＪ－２０．２４  

JJ-20.24におけるメディアストリーム情報を以下に定義する。 

 

           コーディング タイプ 参照 最大長 

8 7 6 5 4 3 2 1 

0 0 0 0 0 0 0 1 論理チャネル番号 

0 0 0 0 0 1 0 0 音声伝達能力 

0 0 0 0 0 1 0 1 T.38伝達能力  

0 0 0 0 0 1 1 0 T.38プロトコル方式 

0 0 0 0 0 1 0 0 FAXレート 

0 0 0 1 0 0 0 0 受信メディアチャネル 

0 0 0 1 0 0 0 1 受信メディア制御チャネル 

0 1 1 0 0 0 0 0 ＤＴＭＦ情報要素 

 

M 
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O  

O 
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O 
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16.3.1.1 

16.3.1.2 

16.3.1.6 

16.3.1.7 

16.3.1.8 

16.3.1.3 

16.3.1.4 

16.3.1.5 

 

3 

4 

3 

3 

3 

21 

21 

36 

図16-4/JJ-20.24 メディアストリーム情報要素 

 

１６．３．１．１ 論理チャネル番号 

 論理チャネル番号情報要素は、回線を管理する為の論理的なチャネル番号を表すために用い、ポート番号と関連づけ

使用する。 

 論理番号チャネル情報要素は、図16-5/JJ-20.24と表16-3/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 

0   0   0   0   0   0   0   1 

論理チャネル番号情報 
オクテット1 

 

 
論理チャネル番号 オクテット2 

 

 
 オクテット3 

図16-5/JJ-20.24 論理チャネル番号情報要素 
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表16-3/JJ-20.24 論理チャネル番号情報要素 

論理チャネル番号 (オクテット 2) 

        論理チャネル番号を示し、ポート番号と対に管理する。 

        内容長は2オクテット固定とし、2進数表示する。 

 

 

１６．３．１．２ 音声伝達能力 

 音声伝達能力情報要素は、音声のコーディングタイプと音声データ伝送時のペイロード周期を表すために用いる。 

 音声伝達能力報要素は、図16-6/JJ-20.24と表16-4/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 

0   0   0   0   0   1   0   0 

音声伝達能力情報 
オクテット1 

 

 
内容長 オクテット2 

 

 
音声タイプ オクテット3 

 

 
ペイロード周期 オクテット4 

図16-6/JJ-20.24 音声伝達能力情報要素 

 

表16-4/JJ-20.24 音声伝達能力情報要素 

音声タイプ (オクテット 3) 

        使用するコーディングタイプを示す。 

 

    Bits 

     8 7 6 5 4 3 2 1 

     0 0 0 0 0 0 0 1        g711Alaw64k 

     0 0 0 0 0 0 1 1        g711Ulaw64k 

     0 0 0 0 1 0 1 0        g729 

     0 0 0 0 1 0 1 1        g729AnnexA 

     0 0 0 0 1 1 1 0        g729WannexB 

     0 0 0 0 1 1 1 1        g729AnnexAwAnnexB 

     上記以外             予約済み 

 

ペイロード周期 (オクテット 4) 

        ペイロード周期を示す。サイズは1オクテットとし、単位はms 

      であり、2進数表示する。 

 

 

１６．３．１．３ 受信メディアチャネル 

  受信メディアチャネル情報要素は、自局の受信メディアチャネル IPタイプ、受信メディアチャネルアドレス、受信
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メディアチャネルポート番号を表すために用いる。 

 受信メディアチャネル情報要素は、図16-7/JJ-20.24と表16-5/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 

0   0   0   1   0   0   0   0 

受信メディアチャネル情報 
オクテット1 

 

 
内容長 オクテット2 

 

 
受信メディアチャネル IPタイプ オクテット3 

 

 
受信メディアチャネルアドレス オクテット4 

 

 
受信メディアチャネルポート番号 オクテット5 

 

 
  オクテット5a 

図16-7/JJ-20.24 受信メディアチャネル情報要素 

 

表16-5/JJ-20.24 受信メディアチャネル情報要素 

受信メディアチャネル IPタイプ (オクテット 3) 

        使用する IPアドレスのタイプを示す。 

 

    Bits 

     8 7 6 5 4 3 2 1 

     0 0 0 0 0 0 0 0        IPv4アドレス 

     0 0 0 0 0 0 0 1        IPXアドレス 

     0 0 0 0 0 0 1 0        IPv6アドレス 

     上記以外            予約済み 

 

受信メディアチャネルアドレス (オクテット 4) 

        受信用RTPのアドレスを示す。 

 

(1)IPv4の場合 

        4オクテット長の IPv4アドレスを、上位から1オクテット単位に2進数 

      表示する。 

 

(2)IPXの場合 

        10オクテット長の IPXアドレスを、6オクテット長の宛先ノードアドレス 

     と4オクテット長の宛先ネットワークアドレスを単位とし、それぞれ2進数表 

     示する。 

 

(3)IPv6の場合 
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        16オクテット長の IPv6アドレスを上位から2オクテット単位に2進数表示 

     する。 

受信メディアチャネルポート番号 (オクテット ５) 

        受信メディアチャネルのポート番号を、サイズを2オクテット固定とし、 

      2進数表示する。 

 

 

１６．３．１．４ 受信メディア制御チャネル 

 受信メディア制御チャネル情報要素は、自局の受信メディア制御チャネル IPタイプ、受信メディア制御チャネルアド

レス、受信メディア制御チャネルポート番号を表すために用いる。 

 受信メディア制御チャネル情報要素は、図16-8/JJ-20.24と表16-6/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 

0   0   0   1   0   0   0   1 

受信メディア制御チャネル情報 
オクテット1 

 

 
内容長 オクテット2 

 

 
受信メディア制御チャネル IPタイプ オクテット3 

 

 
受信メディア制御チャネルアドレス オクテット4 

 

 
受信メディア制御チャネルポート番号 オクテット5 

 

 
 オクテット５ａ 

図16-8/JJ-20.24 受信メディア制御チャネル情報要素 

 

表16-6/JJ-20.24 受信メディア制御チャネル情報要素 

受信メディア制御チャネル IPタイプ (オクテット 3) 

        使用する IPアドレスのタイプを示す。 

 

    Bits 

     8 7 6 5 4 3 2 1 

     0 0 0 0 0 0 0 0        IPv4アドレス 

     0 0 0 0 0 0 0 1        IPXアドレス 

     0 0 0 0 0 0 1 0        IPv6アドレス 

     上記以外            予約済み 

 

受信メディア制御チャネルアドレス (オクテット ４) 

        受信メディア制御チャネルのアドレスを示す。 

 

(1)IPv4の場合 
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        4オクテット長の IPv4アドレスを、上位から1オクテット単位に2進数 

      表示する。 

 

(2)IPXの場合 

       10オクテット長の IPXアドレスを、6オクテット長の宛先ノードアドレス 

     と4オクテット長の宛先ネットワークアドレスを単位とし、それぞれ2進数表 

     示する。 

 

(3)IPv6の場合 

       16オクテット長の IPv6アドレスを上位から2オクテット単位に2進数表示 

     する。 

受信メディア制御チャネルポート番号 (オクテット ５) 

        受信メディアチャネルのポート番号を、サイズを2オクテット固定とし、 

      2進数表示する。 

 

 

 

１６．３．１．５ ＤＴＭＦ情報要素 

  本仕様はＤＴＭＦ信号をＳｉｇａｎｌｉｎｇ情報に変換し通知する為の信号情報である。  

  ＤＴＭＦ情報要素はＰＩＮＸ間で設定されたＳＪＩＳコードを運ぶ為に用いられます。 

  ＤＴＭＦのコード規定の範囲としては０～９、＊、＃とします。下表のディジットコードの最大長は３４オクテッ

トである。 
                        Alphanumeric方式  

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

０   １   １   ０   ０   ０   ０   ０  

ＤＴＭＦ情報要素 
オクテット1 

 

内容長 

 

 

 

 

ディジットコード 

オクテット２ 

オクテット３～ 

図16-9/JJ-20.24 ＤＴＭＦ情報要素 

 

表16-7/JJ-20.24 ＤＴＭＦ情報要素 

ディジットコード (オクテット２) 

  ＳＪＩＳコード規格とし０～９、＊、＃の範囲とする。 

 

 

１６．３．１．６ Ｔ．３８伝達能力 

メディアストリーム情報は、図16-11/JJ-20.24と表16-9/JJ-20.24に示すようにコード化する。   
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   ビット  ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 

                                     

                                

 

                                                        

                                 

                 図16-10/JJ-20.24 Ｔ．３８伝達能力情報 

 

表16-8/JJ-20.24  Ｔ．３８伝達能力情報 

T.３８FAXプロファイル（オクテット３） 

         使用するコーディングタイプを示す。 

  Ｂits 

      8 7 6 5 4 3 2 1 

      0 0 0 0 0 0 0 1     fillBitRemoval 

      0 0 0 0 0 0 1 0     transcodingJBIG 

      0 0 0 0 0 0 1 1     transcondingMMR 

 

 

１６．３．１．７ Ｔ．３８プロトコル方式 

T38プロトコル方式は、図16-11/JJ-20.24と表16-9/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

ビット  ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 

                                                        

 

                                      

                          

                                 

０  ０  ０  ０  ０  １  ０  １ 
Ｔ．３８伝達能力情報 

内容長 

T.３８FAXプロファイル 

０  ０  ０  ０  ０  １  １  ０ 
Ｔ．３８ プロトコル方式 

内容長 

プロトコル情報 

オクテット１ 

オクテット３ 

オクテット２ 

オクテット１ 

オクテット３ 

オクテット２ 

図16-11/JJ-20.24 Ｔ．３８プロトコル方式 

 

表16-9/JJ-20.24  Ｔ．３８プロトコル方式 

Ｔ．３８プロトコルプロファイル（オクテット３） 

         使用するコーディングタイプを示す。 

  Ｂits 

      8 7 6 5 4 3 2 1 

      0 0 0 0 0 0 0 1     UDP 

      0 0 0 0 0 0 1 0     TCP 

       

 

 ＩＦＰを送出する際の送／受信の手順としてＵＤＰを必須とする。 
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１６．３．１．８ ＦＡＸレート 

ＦＡＸレートは、図16-12/JJ-20.24と表16-10/JJ-20.24に示すようにコード化する。 

指定レートは通信可能な最大のレートでなければならない。 
 

ビット  ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 

                                  オクテット１                        

   

０  ０  ０  ０  ０  １  １  ０ 
ＦＡＸレート  

内容長 

プロトコル情報 

 

                                  オクテット２ 

                          

                           オクテット３      

図16-12/JJ-20.24 ＦＡＸレート 

 

表16-10/JJ-20.24 ＦＡＸレート 

ＦＡＸレ－トプロファイル（オクテット３） 

         使用するコーディングタイプを示す。 

  Ｂits 

      8 7 6 5 4 3 2 1 

      0 0 0 0 0 0 0 0     不定 

      0 0 0 0 0 0 0 1     2400 

0 0 0 0 0 0 1 0     4800 

   0 0 0 0 0 0 1 1     7200 

      0 0 0 0 0 1 0 0     9600 

0 0 0 0 0 1 0 1     12000 

      0 0 0 0 0 1 1 0     14400    

                    

    

       

 

  １６．３．２ リソース制御プロトコルに JT-H245 プロトコルを使用する場合  

     継続検討課題。 

 

  １６．３．３ リソース制御プロトコルに JT-H225.0 プロトコルを使用する場合  

     継続検討課題。 

 

  １６．３．４ リソース制御プロトコルに SDP プロトコルを使用する場合  

     継続検討課題。 
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１７．メディアストリーム情報制御手順 
ＰＩＮＸ間でＩＰ－ＱＳＩＧ情報を用いて、メディアストリーム情報を通知するメッセージについて発信側は、ＳＥ

ＴＵＰに乗せる（必須）。着信側は、ＡＬＥＲＴ, ＣＯＮＮ, ＰＲＯＧ, ＦＡＣＩＬＩＴＹのいずれかに乗せる必要があ

る。また、着信側で複数のメッセージにメディアストリーム情報を乗せることが可能である。 

 

例えば、着信側にてＡＬＥＲＴ及びＣＯＮＮメッセージで異なるメディアストリーム情報を通知した場合は、着側は後

に送信したＣＯＮＮメッセージ及び発信側は後から受信したＣＯＮＮメッセージに含まれているメディアストリーム情

報に従った制御にしなければならない。 

 

１８．パケット化 
シグナリングチャネル及び情報チャネルのパケット化は以下とする。 

 

－シグナリングチャネル   信頼性あり  公的（Well Known）  

－情報チャネル  オーディオ／RTP  信頼性なし      動的（Dynamic） 

―情報チャネル オーディオ／RTCP      信頼性なし      動的（Dynamic） 

 

シグナリングチャネルのポートは以下を使用しなければならない。 

   ip-qsig  4029 (IP Q signaling protocol) 

 

１９．ＦＡＸプロトコル制御手順 
本章ではＴ．３８ メディア通信を動作させる為のシグナリング制御手順を定義する。 

Ｔ．３８はＴＴＣ標準 ＪＴ－Ｔ３８を参照のこと。 

 

１９．１ メッセージフォーマットと情報要素のコーディング概要  

本標準 １６．３章が適用される。 

 

１９．２ プロトコル識別子  

プロコトル識別子は、図19-1/JJ-20.24と表19-2/JJ-20.24に示すようにコード化しなければならない。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 
プロトコル識別子 オクテット1 

図19-1/JJ-20.24 プロトコル識別子 

 

表19-2/JJ-20.24 プロトコル識別子 

 

    Bits 

     8 7 6 5 4 3 2 1 

     0 1 0 0 0 10 0      メディア変更プロトコル 
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１９．３ 呼番号  

 ＪＳ－１１５７２の１４．３章が適用される。 

 

１９．４ メッセージ種別  

メッセージ種別は、転送しているメッセージの機能を識別するために用る。 

メッセージ種別は、各メッセージの３番目に配置され図19-2/JJ-20.24及び表19-3/JJ-20.24に示す様にコード化される。 

ビット８は拡張ビットとして将来の使用のために予約されている。 

 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 
０ メッセージ種別 

オクテット1 

 

図19-2/JJ-20.24  メッセージ種別 

 

表19-3/JJ-20.24  メッセージ種別 

ビット 8 7 6 5 4 3 2 1  

 

 
０ ０   ０   ０   ０   ０   ０   ０  

 

 

 

     ０   ０   ０   －   －   －   －    －   メディア変更メッセージ 

                  ０   ０   ０   ０   １   メディアチャネル設定 

(MEDIA CHANNEL SET)   

                ０   ０   ０   １   ０   メディアチャネル確認  

       (MEDIA CHANNEL SET ACKNOWLEDGE)  

                ０   ０   ０   １   １   メディアチャネル拒否  

          (MEDIA CHANNEL SET REJECT)         

 

１９．５ 情報要素（コード群 0）  

 本標準の１５章が適用される。 

 

１９．６ 準正常の動作  

メディアチャネル設定を受信した PINXは、該メッセージに付与された伝達能力に対応するユーザ情報を送受信可能

であれば、メディアチャネル確認を返送する。可能でなければ、メディアチャネル拒否を返送する。 

メディアチャネル確認を返送したPINXは、ユーザ情報を該当の伝達能力に変更し送信しなければならない。 

シーケンスは付属資料Ｈを参照のこと。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 



 

     － 27 －    ＪＪ－２０．２４
      

付属資料Ａ （規定） プロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）様式  
 

Ａ．１ はじめに  

本標準に適合したプロトコル実装の提供者は、後述するプロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）様式を完成しなけれ

ばならない。作成するのはその実装したプロトコルに該当するＰＩＣＳである。 

 

 ＰＩＣＳは実装したプロトコルの能力、オプションについて作成された一覧表である。 

 ＰＩＣＳには多くの利用法があり、それには以下のものが含まれる。 

 

・プロトコルを実装する者 ： 見落としによって、標準への適合に失敗する危険性を減らすためのチェック           

リスト。 

・実装の提供側／受け手側 ： 実装におけるその能力の詳細な表示を行う時に用いる。 

 （又は潜在的な受け手） 標準ＰＩＣＳ様式で示された理解を得るための共通の基準に対する比較として記述される。 

・実装ユーザ ： 他に実装されたものと、相互接続性の初期チェックを行う場合の（又は潜在的なユーザ）基 

         準となる。 相互接続性を保証することはできないものの、ＰＩＣＳの不整合によって相互接続が失

敗することをある程度予測することができる。 

・プロトコル試験者 ： 実装適合性の要求内容を審査するために適当な試験を選択するための基準となる。 

 

Ａ．２ ＰＩＣＳ様式作成の指針  

Ａ．２．１ ＰＩＣＳ様式の全体構成  

 ＰＩＣＳ様式は、定形の質問票であり、個々の項目がグルーピングされて分けられている。それぞれの項目 

は項目番号、項目名（答えるべき質問）と本標準の本文を参照するための章番号により識別される。 

 “位置づけ”欄は、その項目が適用対象か、もしそうであれば必須かオプションかを示す。以下の記号が使 

用される： 

 

  m   必須（プロトコルの適合性のためにその能力が要求される。） 

 

  o オプション（プロトコルの適合性のためにその能力は要求されない。しかし、その能力が実装されている時に

は、プロトコルの仕様に適合しなければならない。） 

 

  o.〈n〉 オプションであるが同じ〈n〉の番号で示されるグループの中で少なくとも一つをサポートしなければな

らない。 

  X   禁止 

  c.〈cond〉 条件指定。条件<cond>でリストされる項目あるいは複数の項目のサポート状況に依存する。 

 

  <item>:m 単純条件要求。〈item〉で示される項目番号がサポートされている場合は必須。そうでなければ適用対象

外。 

 

  <item>:o 単純条件要求。〈item〉で示される項目番号がサポートされている場合はオプション。そうでなければ適

用対象外。 

   

質問票への回答は“サポート”欄に示す選択肢（yesまたはno）または“Ｎ／Ａ（適用対象外）”欄のいずれかをマーク

することで行われる。 
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Ａ．２．２ 付加情報  

付加情報の項目を用いて、提供者はＰＩＣＳの解釈を助けるために、追加の情報を与えることができる。これは大量

の情報を提供することを意図したり、またＰＩＣＳはこのような情報がないと完成しないということを意味するもので

もない。多様な条件や環境の中で利用することが可能な実装方法の一つについて、概要を記述するために用いることが

（付加情報の）利用例にあげられる。 

 

 付加情報項目への参照は質問事項のどの回答の後でも可能であり、また、例外情報にも含まれることがある。 

 

Ａ．２．３ 例外情報  

 提供者が、必須や禁止に位置づけられている項目に対して、（いくつかの条件が適用された後）要求されているものと

は異なる方法で回答したい場合が生じるかもしれない。 

 "サポート"欄に予め印刷された答が用意されていない場合は、その代わりに提供者は例外情報項目への参照のために"

サポート"欄にx.<i>を記入し、例外項目に対して適当な記述をすることが要求される。 

 

 このように例外項目が要求されるものの実装は、本標準には適合しない。 

 上の記述のような場合が生じる一つの原因として標準の欠陥により要求項目が実装に合わず、訂正の要求がなされて

いることもありうる。 

 

Ａ．３ ＰＩＣＳ様式  

Ａ．３．１ 実装の識別  
 

 提供者   

 ＰＩＣＳに関する問合せ先   

 実装名と実装のバージョン   

 

 

 

実装を完全に識別するために必要な他の情報 

（例）装置名またはOS名とそのバージョン、 

システム名 

 

 

 

 

 

 

 

    最初の３項目はすべての実装に際して要求される。他の情報は、実装を完全に識別する要求を満たす上で、  必要

に応じて記入すればよい。 

    名前とバージョンは提供者の用語と適当に一致するように解釈されるべきである。 

    （例：型、シリーズ、モデル） 

 

Ａ．３．２ プロトコルの要約  

 プロトコルのバージョン 1.0  

 

 

実装に関する補遺 

（もし適用可能ならば） 

 

 

 

 

 実装に関する修正   

 

 

 

例外項目の指定 

（A.2.3参照） 

 

No[ ] Yes[ ] 

（Yesの場合、その実装は本標準に適合しないことを意味する）

 

 

 

 記入日   
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Ａ．３．３ ＰＩＮＸ間におけるコネクション制御について  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

A1 呼毎起動手順制御  6.1.1.1.1 M [ ] Yes[ ] 

A2 常時起動手順制御  6.1.1.1.2 o [ ] Yes[ ] 
 

Ａ．３．４ ユーザ・ユーザ情報要素について  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

B1 ユーザ・ユーザ情報の利用をサポートする

か？ 

 １４．５ m [ ] Yes[ ] 

 

Ａ．３．５ ユーザ・ユーザ情報要素の通知について  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

C1  呼設定メッセージへの通知  １４．２．１０ B1:m [ ] Yes[ ] 

C2  呼出メッセージへの通知  １４．２．１ B1:o [ ] Yes[ ] 

C3  応答メッセージへの通知  １４．２．３  B1:o [ ] Yes[ ] 

C4  経過情報メッセージへの通知  １４．２．７  B1:o [ ] Yes[ ] 

C4  切断メッセージへの通知  １４．２．５  B1:o [ ] Yes[ ] 

C5  解放メッセージへの通知  １４．２．８  B1:o [ ] Yes[ ] 

C6  解放完了メッセージへの通知  １４．２．９  B1:o [ ] Yes[ ] 
 

Ａ．３．６ プロトコル識別子情報  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

D1  JJ-20.24をサポート  １６．２ B1:o [ ] Yes[ ] 

D2  JT-H245をサポート  １６．２ B1:o [ ] Yes[ ]（注記） 

D3  IETF RFC2327をサポート  １６．２ B1:o [ ] Yes[ ]（注記） 

D4  JT-H225.0をサポート  １６．２ B1:o [ ] Yes[ ]（注記） 

 

Ａ．３．７ ＩＰ－ＱＳＩＧメディアストリーム情報  

項目 質問／特徴 参照 位置づけ N/A サポート 

E1 バージョン識別子情報（版数）  １６．１ D1:m [ ] Yes[ ] 

E2 

 

論理チャネル番号情報要素 

ポート番号の指定値 

 １６．３．１．１ 

  

D1:m [ ] Yes[ ] 

E3 

 

音声伝達能力情報要素 

 ＣＯＤＥＣ情報の指定 

 １６．３．１．２ 

  

D1:m 

 

[ ] Yes[ ] 

E4 

 

ＲＴＰペイロード周期の指定  １６．３．１．２  D1:m 

 

[ ] Yes[ ] 

E5 

 

受信メディアチャネル情報（ＲＴＰ）の 

ＩＰアドレス及びポート番号指定 

 １６．３．１．３ 

  

D1:m 

 

[ ] Yes[ ] 

E6 受信メディア制御チャネル情報（ＲＴＣＰ）のＩ

Ｐアドレス及びポート番号指定 

 １６．３．１．４ 

  

D1:o [ ] Yes[ ] 
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E7 ＤＴＭＦ情報要素の指定  １６．３．１．５ D1:o [ ] Yes[ ] 

 
 

注記  Ｄ２，Ｄ３，Ｄ４については次期検討。 
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付属資料Ｂ （規定）  メッセージシーケンス例を下記に示す。 
 

Ｂ．１ 基本呼接続シーケンス  

図Ｂ．１はＩＰ網上での基本呼接続のメッセージシーケンスである。 
      

 

 

 

              

   

                                

                 

 

                       

 

 

 

 

    

                  

    

 

                                          

                                  

   

 

 

  

                                    

               

IP Network

◎ 

SETUP 

SETUP[UUIE<Port#1，Ipadderss#1>] 

CONNECT ACK 

CONNECT ACK
CONNECT  

CONNECT 

ALERTING 

ALERTING 

RTP[Voice]:port#2,Ipaddress#2 

RTP[Voice]:port#1，Ipaddress#1

TE BPINX B PINX A TE A 

CALL-PROCEEDING 

OPEN port#1 

OPEN port#2

RTP[RingBackTone]:port#1 

SETUP 
CALL PROCEEDING 

◎ 

ALERT[UUIE<Port#2，Ipadderss#2>] 

CONNECT 

CONNECT ACK

 

 

 

図Ｂ-１/JJ-20.24 –基本呼接続シーケンス 

ＳｉｇｎａｌｉｎｇはＴＣＰ／ＩＰ手順を用いて情報を転送する。 
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Ｂ．２    呼の解放  

図Ｂ．２はＩＰ網上での基本呼解放のメッセージシーケンスである。  
 

IP Network TE A PINX A PINX B TE B
      

 

 

    

                

                                           

                                                  

                       

                                       

                     

                                                 

 

       

                  

    

                                          

                                 

 

 

 

DISCONNECT [CAUSE #16] 

DISCONNECT  

RELEASE 

RELEASE 

DISCONNECT 

RELEASE COMP 

RELEASE COMP 

RELEASE COMP 

RTP[Voice]:port#1，Ipaddress#1

CLOSE port#2CLOSE port#1

RELEASE 

RTP[Voice]:port#2,Ipaddress#2 

図Ｂ-２/JJ-20.24 –基本呼解放シーケンス 
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付属資料Ｃ （参考）  ＪＳ－１１５７２の付属資料Ｅと同様となる。 



 

   
   

付属資料D （参考） 
             メディアストリーム情報設定例：音声 Ｇ７２９ａ（８ｋ）コーディング情報 
      RTPメディアチャネル番号 IPアドレス(172.16.1.1) ポート番号（56000） 
      RTCPメディア制御チャネル番号 IPアドレス(172.16.1.1) ポート番号(56001) 

 

             1
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              ユーザ・ユーザ情報要素（７ＥＨ） 

              ユーザプロトコル情報 

                  

              ＴＴＣ Ｖｅｒｓｉｏｎ（第１．０版） 

                 

              JJ-20.24  

                 

              論理チャネル番号（１） 

              （メディア情報により論理チャネル番号を変換） 

                 

                 

                   

                 

                 

                 

              ＩＰアドレス（１７２．１６．１．１） 

                 

              ポート番号情報（５６０００） 

                 

                 

 

１ ０ １ ０ １ １ ０ ０
０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

    
     内容長 ＝ ７ 

  受信メディア制御チャネル情報
０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 

１ １ ０ １ １ ０ １ ０ 
１ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 受信メディアチャネルIPタイプ
（ＩＰアドレス） 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

    
     内容長 ＝ ７ 

  受信メディアチャネル情報
０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 

  ペイロード周期（４０ｍｓ）
０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ 

    音声タイプ（Ｇ７２９ａ）
０ ０ ０ ０ １ ０ １ １ 

    
内容長 ＝ ２ 

   音声伝達能力情報
０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  

   論理チャネル番号情報
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

    プロトコル識別子
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

     バージョン識別子
０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 

   プロトコル識別子
０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

    
内容長 ＝ ２８ 

０ １ １ １ １ １ １ ０
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                           ＩＰアドレス（１７２．１６．１．１） 

                        
１ １ ０ １ １ ０ １ ０ 
１ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

受信メディア制御チャネルIPタイプ
（ＩＰアドレス） 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
 

１ ０ １ ０ １ １ ０ ０
０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

ポート番号情報（５６００１） 
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付属資料Ｅ （参考） ＪＪ－２０．６０の扱いについて 
 ＪＪ－２０．６０は一部、呼に関係しない制御があり、その信号シーケンスについては、ＩＰ上に展開する上で親和

性がある。 よって、ローミング（ＪＪ－２０．６０）についても本標準の範囲内とする。 またメディアストリー

ム情報（ＵＵＩＥ）については呼関係しない制御手順であるならばＵＵＩＥ情報を通知する必要性がない。 

 またローミング（ＪＪ－２０．６０）を用いての付加サービスについては本標準の範囲外である。 

プロトコルの位置づけとして下記の様に示される。 

 

        
JJ-20.60(ﾛｰﾐﾝｸﾞ) 呼に関係しない手順 

        

 

 
              ＪＳ１１５８２（汎用手順）

 

 

 

 
 

  ＪＳ１１５７２（基本呼接続手順）  ＪＴ－Ｑ９３１-ａ（基本呼接続手順） 

 

 
            ＪＪ－２０．２４（ＩＰ－ＱＳＩＧ） 

 

 

 
                 ＴＣＰ／ＩＰ（ＳＣＭ部）
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付属資料Ｆ ＴＰＫＴの扱いについて 
 ＩＰ－Ｑｓｉｇメッセージ情報をＩＰ上で通知するためにＩＰ－Ｑｓｉｇメッセージ間の識別情報が必要となってく

る。よってＴＣＰパケット内に下記の情報を追加する。 

 

   

          

        Ｑｓｉｇ＋ＵＵＩＥ（メディア制御情報） 

 

        ＴＰＫＴ（Ｑｓｉｇパケット間判別情報） 

              ＴＣＰ 

              Ｉ Ｐ    

 

                 図Ｆ―１． ＩＰ－Ｑｓｉｇプロトコル階層図 

 
     ＴＰＫＴ              ＰＤＵ 

LNG 予備 ｌｅｎｇｔｈ     Ｑｓｉｇメッセージ＋ＵＵＩE 

  

ＬＮＧ：ＴＰＫＴ長 （データ：３を設定） 

      予備： ０を設定 
  ｌｅｎｇｔｈ：ＰＤＵの長さ 
 

                 図Ｆ－２． ＩＰ－Ｑｓｉｇマッピング情報 
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付属資料Ｇ （参考）メディア変更プロトコルタイマー 
 

ＪＳ－１１５７２の１２章と同様のプロトコルタイマに 表Ｇ－１ を追加したものである。 

 

表G-1の第６・第７欄の凡例 

Ｍ   ： 必須のタイマ 

Ｏ   ： オプションのタイマ 

Ｍ（Ｉ）： 関連手順がインプリメントされている場合は必須 

 

表G-1 プロトコルタイマ定義 
ﾀｲﾏ番号 呼状態 起動理由 正常終了条件 ﾀｲﾏ満了時の動作 入側 出側  

 
T１ 
 

 
通信中 

「ﾒﾃﾞｨｱﾁｬﾈﾙｾｯﾄﾒ
ｯｾｰｼﾞ」送信時 

「ﾒﾃﾞｨｱﾁｬﾈﾙｾｯﾄACK
ﾒｯｾｰｼﾞ」受信時 

「ﾒﾃﾞｨｱﾁｬﾈﾙｾｯﾄﾒｯｾｰｼﾞ」再
送とタイマT_set再開始（上
位レイヤにタイマ満了通
知） 
 

 
－ 

 
Ｏ 
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付属資料Ｈ （参考）メディア変更シーケンス 
例） ＦＡＸプロトコルシーケンス 正常シーケンス 

 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ／ﾒﾃﾞｨｱ部（A）呼制御部（ＭＰ） ＮＷ ﾌﾟﾛﾄｺﾙ／ﾒﾃﾞｨｱ部（Ｂ） 呼制御部（ＭＰ）  

 

        
                      
                                       

                                       

                      
       

                                       

                      
        

 

 

        

                                                   

                     
       

 

 

 

 

 

 

                  
 

                  

 

 

 

 

 

                  
 

                  

MCＳ Ack ：G729a 音声） 

MCＳ ：Ｇ729a 音声） 

MCS Ack : T38

MCS : T38 

conn 

conn 
conn 

alert 

alert 
alert 

callproc 
callproc callproc 

setup 

setup 
setup 

FAX信号(終了指示)
 FAX終了指示 

FAX信号（CNG：TONE）

   FAX IFP 送／受信（通信中） 

   音声 RTP 送／受信（通信中） 

 FAXへの指示 

    音声 session確立 （ＲＢＴ） 
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例） ＦＡＸプロトコルシーケンス  

準正常シーケンス（メディア変換メッセージ衝突） 

 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ／ﾒﾃﾞｨｱ部（A）          呼制御部（ＭＰ） ＮＷ ﾌﾟﾛﾄｺﾙ／ﾒﾃﾞｨｱ部（Ｂ） 呼制御部（ＭＰ）

 

        
                      
                                     

                                     

                      
       

                                     

                      
        

 

 

        

                                   

                     
       

 

 

 

 

 

 

               

 
 

               

 

 
 

 

                                           

 

 

通信開始 
通信拒否

IP ｱﾄﾞﾚｽ比較(A) 
      (B) 

MCS rej : T38MCS Ack : T38

MCS : T38 MCS : T38 

conn 
conn 

conn 

alert 
alert 

alert 

callproc 
callproc 

callproc 

setup 

setup 
setup 

   FAX T.38 IFP 送／受信（通信中） 

 FAXへの指示 
FAX信号（CED：TONE） 

FAX信号（CNG：TONE） 

   音声 RTP 送／受信（通信中） 

 FAXへの指示 

    音声 session確立 （ＲＢＴ） 

 

注） ＩＰｱﾄﾞﾚｽの比較取り決めはこのﾌﾟﾛﾄｺﾙを使用する各ユーザで取り込めること。



 

     － 41 －    ＪＪ－２０．２４
      

例） ＦＡＸプロトコルシーケンス 

準正常シーケンス（メディアチャネル拒否） 

 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ／ﾒﾃﾞｨｱ部（A）呼制御部（ＭＰ） ＮＷ ﾌﾟﾛﾄｺﾙ／ﾒﾃﾞｨｱ部（Ｂ） 呼制御部（ＭＰ） 

 

        
                      
                                     

                                    

                      
       

                                    

                      
        

 

 

        

 

                     
       

 

 

 

 

 

 

               

 
 

                                           

 

 
 

    

                                           

 

 

このﾒﾃﾞｨｱは使われない MCS rej : T38

MCS : T38 

conn 
conn 

conn 

alert 
alert 

alert 

callproc callproc 
callproc 

setup setup 
setup 

音声 session確立 （ＲＢＴ） 

   FAX T.38 IFP 送／受信（通信中） 

FAX信号（CED：TONE）
 FAXへの指示 

FAX信号（CNG：TONE） 
 FAXへの指示 

   音声 RTP 送／受信（通信中） 

 

 

 

 

 



 

   
   

 

付属資料Ｉ （参考） メディア変更メッセージの構成を下記に示す。 （ＦＡＸ制御のメッセージ例） 
 

 

 

 

        

 

        

        

 

        

 

        

 

        

 

        

        

        

        

        

        

 

        

 

 

 

 

        

 

        

 

        

        

1１ ０ 

 

 

 

   

 

 

 

 

8 7 6 5 4 3 2
    プロトコル識別子
０ １ １ １ １ １ 
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                プロトコル識別子 

                呼番号 

                （呼番号のBodyは２ｵｸﾃｯﾄとする） 

                メッセージ種別 

                ユーザ・ユーザ情報要素（７ＥＨ） 

                ユーザプロトコル情報 

                  

                ＴＴＣ Ｖｅｒｓｉｏｎ（第１．０版） 

                 

                ＴＤ－２０．２４  

                 

                 

                Ｔ．３８伝達能力情報 

                Ｔ．３８プロトコル方式（ＵＤＰ） 

                 

                 

                ＦＡＸレート（不定） 

プロトコル情報（不定） 
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

    
     内容長 ＝ １ 

     ＦＡＸレート
０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ 

プロトコル情報（ＵＤＰ）
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

    
     内容長 ＝ １ 

  Ｔ．３８ プロトコル方式
０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ 

  Ｔ．３８FAXプロファイル
０ ０ ０ ０ ０ ０ Ｘ Ｘ 

    
内容長 ＝ １ 

   Ｔ．３８伝達能力情報
０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ 

    プロトコル識別子
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

     バージョン識別子
０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 

   プロトコル識別子
０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

    
内容長 ＝ １２ 

０ １ １ １ １ １ １ ０

  メディア チャネル セット
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

    
   呼番号 

    
   呼番号 

    
呼番号長 
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    付加情報メッセージ 
 

                        ﾌﾟﾛﾄｺﾙ識別子 

 

                        呼番号情報 

 

                          

                         

 
                      メッセージ種別 

 

                        ユーザ・ユーザ情報要素（７ＥＨ） 

 

                        ユーザプロトコル情報 

 

                          

                        ＴＴＣ Ｖｅｒｓｉｏｎ（第１．０版） 

                         

                        JJ-20.24 
                       

                        Alphanumeric方式（ＤＴＭＦ情報要素） 

                         

                          

                          ＤＣ：１ 

   デジットコード
０ ０ １ １ ０ ０ ０ １ 

      内容長
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

    ＤＴＭＦ情報要素
０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ 

０ １ １ １ １ ０ １ １ 

      呼番号

     呼番号 

    
   呼番号長 

０ ０ ０ ０  １ ０ ０ ０

    プロトコル識別子
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

     バージョン識別子
０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ 

   プロトコル識別子
０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

    
内容長 ＝  

０ １ １ １ １ １ １ ０
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